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体育学習とスポーツの価値
内在的価値と外在的価値を視点に入れて

中央教育審議会教育課程企画特別部会論点整理のイメージ（たたき台）（案）、2015.8

 ・２０２０年の東京オリンピック･パラリンピック競技大会の
開催等も契機としながら、共生社会の形成に向けた障
害者理解の促進を明確に位置付け、交流及び共同学
習の更なる充実 インクルーシブ

 ・各学校段階を通じて、運動やスポーツへの関心を高
め、「する、みる、支える」などの多様なスポーツとの関
わり方を楽しめるようにしていくこと、ダイバーシティ

 ・他教科等における学習とも連携しながら、東京オリンピ
ック･パラリンピック競技大会の成果を未来への遺産とし
て子供たちの中に根付かせていくための学びを充実さ
せる レガシー

学習評価に関して、現在の四観点を『「知識･技能」「思
考･判断･表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観
点に沿った整理を検討していく必要がある』
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国民から見た東京五輪への期待は？

日本の誇りは？
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スポーツ庁の目標

運動・スポーツの意義・価値

健康寿命
延伸、医
療費抑制

国際交流・
国際貢献

地域社会
の活性化

国民経済
の発展

障害者スポー
ツ推進、地域
スポーツ環境

東京オリンピック
スポーツによる経

済活性化

スポーツツーリ
ズム、公園、河
川整備等

途上国支援
経済支援、
外交戦略

スポーツをする・みる・支
える国民の育成
（心身の発達、体力向上）

２１世紀を幸せに生き抜
く国民の育成

学校体育の目標 教育の目標

高等学校保健体育科の使命（ミッション）

生涯にわたって（卒業後も）運動やスポーツを
継続する力、健康を保持増進できる実践力

・する、みる、支えるスポーツの多様な楽しみ方
【ダイバーシティ】

（する）多様性・・健康、競争→ 共生、参画
（みる）多様性・・技術・戦術、芸術→ 主体者
（支える）多様性・・職業、ボランティア→ 支持
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オリンピックの価値(IOC)

○自己を信じて最善を尽くすこと
（Excellence）」
○仲間を信じること（Friendship）
○他者を尊敬すること（Respect）

学校におけるスポーツの価値を基盤とした「価値教育」の効果的活用

・倫理観、フェアプレイと誠意

・健康

・卓越した競技能力

・人格と教育

・楽しみと喜び

・チームワーク

・献身と真摯な取り組み

・規則・法を尊重する姿勢

・自分自身とその他の参加者を尊重する姿勢

・勇気

・共同体意識と連帯意識

スポーツ精神（spirit of sport）

文化としてのスポーツの意義
アスポーツは文化的な生活を営み，より
よく生きていくために重要であること。
イオリンピックや国際的なスポーツ大会
などは，国際親善や世界平和に大きな
役割を果たしていること。
ウスポーツは，民族や国，人種や性，障
害の違いなどを超えて人々を結び付け
ていること。

中学校保健体育・体育理論

競技者、実践者国民・サポーター

日本の
将来を
支える
形成者

スポーツを
する・みる・
支える国民
の育成

知る知る

気づ
く
気づ
く

実践
する
実践
する

体育における深い学習とは?

8

知識

態度

教師主体

生徒主体
価値的・愛好的

方法・原理
概念・価値

思考・判断

言語表現 身体表現

技能・動き

規範的・社会的

態度表現

身体操作、
用具操作etc

拡散的、集中的
批判的、創造的

良質な問いと活動

✖ 活動停滞
受動的

✖ 指示待ち
強制的

✖ 放任
独善的
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スポーツの内在的特徴と授業づくり
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非競争的素材

協同的、伝承的素材

フィットネス、体操

創作・現代ダンス

授業づくり

競争的素材

学習モデル
(めあて、責任
共同、戦術etc)
男女共習、
教材化

(タイム、記録)

陸上競技、競泳
(出来栄え)

体操競技
(対戦的、勝敗)

武道、球技

ウォーキング、持続走、マラソン

体ほぐしの運動、野外活動、
フォークダンス、
アダプテッドスポーツ

思考・判断思考・判断

技能
（できる）

技能
（できる）

知識
（わかる）

知識
（わかる）

態度態度
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生涯にわたって

豊かなスポーツライフ

を継続できる力

資質・能力の論議と保健体育 2015 Sato

健康・安全を

保持・改善

していく実践力

体力の保持・増進

保健保健

身体、言語、学び方、協働
、参画、多様性、主体性、
課題解決、創造性

アクティブラーニング、共同学習、バックデザインなど


